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６月２３日、市指定無形民俗文化財で江戸時代から伝わる伝
統行事の獅子舞が開催。無病息災のおはらいをしながら氏
子の家々を巡り、おはやしと二人立ち一頭舞を披露しました。

安行藤八の獅子舞

今年で１０回目を迎えた映画祭。今年は１
日増やし７月１２日から２１日までの１０日
間にわたり開催。短編・長編部門それぞれ
グランプリほか受賞作品が表彰され、１万
人を超える入場者数を集めフィナーレを
迎えました。

SKIPシティ国際
Dシネマ映画祭2013

家庭や事業所で一斉にライトダウンして地球環境問題を
再認識しようと定められた「クールアース・デー」の７
月７日、川口駅西口のリリアパークに多くの参加者を集
め開催。3,000本のキャンドルの灯を通じて、節電、ＣＯ２
の削減、地球高温化防止への思いを新たにしました。

キャンドル・ナイト2013

７月１９日に開催された国の文化審議会。十一屋北西商
店（鳩ヶ谷本町１）の店舗と蔵を登録有形文化財に登録
するよう文部科学大臣に答申しました。今後、官報告示
を経て正式に登録有形文化財（建造物）となります。

国登録有形文化財に登録

７月１１･１２日、リリアで開催。市内の小学５年生全
員が招待され、ミュージカル「桃次郎の冒険」を観
劇。鬼と人間の姿や生き方の違いを乗り越え絆を
育むストーリーが、子どもたちを感動で包みました。

劇団四季「こころの劇場」
７月７・８日、川口緑化センター・
樹里安で開催。夏の風物詩と
して広く親しまれている朝顔・
ほおずきが販売され、涼を求め
る多くの人でにぎわいました。

朝顔・ほおずき市

平成１５年５月３日にグランドオ
ープンした科学館。７月７日、来
館者数が延べ１００万人を達成し
ました。触れて学べる科学展示
室や満天の星空に出会えるプラ
ネタリウム、休日を中心とした各
種イベントも開催しています。
（写真：100万人目来場者渡辺さん親子）

科学館来館者
　　　100万人達成

７月７日、川口駅前で川口市マスコッ
ト「きゅぽらん」が、ご当地ナンバー
「川口」をPRしました。今月中に、国
において「川口」ナンバー導入の可否
が決定されます。

ご当地ナンバー「川口」
街頭キャンペーン
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このコーナーでは「川口宿 鳩ヶ谷宿 日光御成道まつり」に登場した
川口ゆかりの人物を紹介していきます。
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